
平成24年度予算額
(千円)(a)

平成23年度予算額
(千円)(b)

対平成23年度比
(a)/(b)

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入
下記（１）の預託台数に下記（２）の平均単価及び下記（３）の装備率を乗じて算出。

①　預託金預り収入
（１）預託台数

再資源化等預託金預り収入 53,171,356 52,047,875 102% 平成24年度予算(a) 平成23年度予算(b) (a)/(b)
（＝期間中に自動車所有者が預託する 新車購入時預託 483万台 446万台 108%
再資源化等預託金の合計額） 引取時預託（注） 17万台 24万台 70%

番号不明被災自動車 1.4万台 12.0万台 12%
合計 501万台 482万台 104%
（注）内後付預託台数 平成24年度予算(a)7.2万台 平成23年度予算(b)12万台 (a)/(b)60%

※平成24年度予算の新車購入時預託の台数は、一般社団法人日本自動車工業会が発表した自動車国内需要見通し及びエコカー補助金効果を考慮して設定。
※平成24年度予算の引取時預託の台数は、平成23年度引取時預託の台数実績の傾向値を基に設定。
※平成24年度予算の番号不明被災自動車の台数は、平成24年1月に実施した環境省及びＪＡＲＣによる自治体へのヒアリングを基に設定。

（２）平均単価（エアバッグ類・エアコン未装備車及び番号不明被災自動車を除いたもの）
平成24年度予算 平成23年度予算

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均単価
(A)+(B)

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均単価
(A)+(B)

ＡＳＲ 6,540円 5,770円 6,520円 6,660円 5,780円 6,640円
エアバッグ類 2,330円 2,220円 2,330円 2,500円 2,220円 2,500円
フロン類 2,020円 2,110円 2,020円 2,050円 2,110円 2,050円
合計 10,890円 10,100円 10,870円 11,210円 10,110円 11,190円

※平成24年度予算の平均単価は平成23年度預託実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成23年4月から平成24年1月までの平均単価実績(番号不明被災自動車を除いたもの）
新車時預託

(A)
引取時預託

(B)
合計平均単価

(A)+(B)
ＡＳＲ 6,520円 5,760円 6,500円
エアバッグ類 2,330円 2,230円 2,330円
フロン類 2,020円 2,110円 2,020円
合計 10,870円 10,100円 10,850円

（３）装備率(番号不明被災自動車を除いたもの）
平成24年度予算 平成23年度予算

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均装備率
(A)+(B)

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均装備率
(A)+(B)

エアバッグ類 97% 26% 96% 97% 30% 95%
フロン類 99% 33% 98% 99% 30% 98%

※平成24年度予算の装備率は平成23年度預託実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成23年4月から平成24年1月までの装備率実績(番号不明被災自動車を除いたもの）
新車時預託

(A)
引取時預託

(B)
合計平均装備率

(A)+(B)
エアバッグ類 97% 26% 96%
フロン類 99% 33% 98%

再資源化等預託金預り収入は、預託されてから資金管理法人に入金されるまでには一定の期間を要するため、入金額とは一致しない。

情報管理預託金預り収入 642,200 1,081,400 59% （１）預託台数
（＝期間中に自動車所有者が預託する 平成24年度予算(a) 平成23年度予算(b) (a)/(b)
情報管理預託金の合計額） 新車購入時預託 483万台 446万台 108%

引取時預託 10万台 12万台 80%
番号不明被災自動車 1.4万台 12.0万台 12%
合計 494万台 470万台 105%

（２）情報管理預託金1台当たり（主務大臣が認可したもの）
130円

※情報管理預託金は平成24年4月1日からの料金変更により130円となる。（旧料金：230円）

情報管理預託金預り収入は、預託されてから資金管理法人に入金されるまでには一定の期間を要するため、入金額とは一致しない。

預託金預り収入計 53,813,556 53,129,275 101% 平成24年度予算：新車購入時・引取時別の預託金預り収入の内訳

新車購入時預託 52,832,900千円

引取時預託 980,656千円

合計 53,813,556千円

②　特定資産運用収入 平成24年度の年間保有債券平均残高及び年間利回りを下記のとおり想定して算出。

再資源化預託金等特定資産運用収入 11,393,113 11,423,336 100% 平成24年度予算(a) 平成23年度予算(b) (a)/(b)
（＝期間中に再資源化預託金等の運用 想定年間保有債券平均残高 8,483億円 8,276億円 103%
で得られる収入の合計額） 想定年間利回り 1.34% 1.38%

※ 平成24年度予算の想定年間保有債券平均残高は、平成23年度末保有債券残高を8,429億円、平成24年度債券満期償還額を828億円、平成24年度新規債券取得額を977億円、
平成24年度末保有債券残高8,579億円と想定して算出。

※ 平成24年度予算の想定年間利回りは、平成23年度以前取得債券の利回りを1.36%、平成24年度新規取得債券の利回りを0.97%と想定して算出。

平成２４年度　再資源化預託金等特別会計収支予算書（案）の説明書

収支予算書上の科目 内容説明

資料３－４
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平成24年度予算額
(千円)(a)

平成23年度予算額
(千円)(b)

対平成23年度比
(a)/(b)

２．事業活動支出
引取業者引取台数の想定

①　預託金払渡支出 平成24年度予算(a) 平成23年度予算(b) (a)/(b)
引取業者引取台数 350万台 357万台 98%
※平成24年度予算における引取業者引取台数は、過去の引取業者引取実績を基に、エコカー補助金効果を考慮し設定。
※平成23年度予算における引取業者引取台数には、番号不明被災自動車対応分12万台を含む。

再資源化等預託金払渡支出 31,709,720 32,133,939 99% 下記（１）の払渡台数に下記（２）の平均単価を乗じて算出。
（＝期間中に自動車製造業者等から払
渡請求される再資源化等預託金の合計 （１）払渡台数 引取業者引取台数におけるエアバッグ類・フロン類の装備率想定
額） 平成24年度予算(a) 平成23年度予算(b) (a)/(b)

ＡＳＲ 342万台 348万台 98%
エアバッグ類 215万台 200万台 107% エアバッグ類 63% 56% 56%
フロン類 280万台 295万台 95% フロン類 82% 85% 82%
※引取業者引取から払渡までに要する期間をASR：2ヶ月、エアバッグ類：1ヶ月、フロン類：2ヶ月と想定。
※番号不明被災自動車に係る払渡台数はASR：2.2万台、エアバッグ類：1.4万台、フロン類1.0万台と想定。

（２）平均単価
平成24年度予算 平成23年度予算 （参考）平成22年4月から平成23年2月までの平均単価実績

ＡＳＲ 6,180円 6,210円 ＡＳＲ 6,180円
エアバッグ類 2,200円 2,160円 エアバッグ類 2,150円
フロン類 2,090円 2,090円 フロン類 2,090円

※平成24年度予算の払渡台数及び平均単価は平成23年度払渡実績の傾向値を基に設定。

（３）平成24年度予算：品目別の再資源化等預託金払渡支出の内訳

ＡＳＲ 21,142,440千円
エアバッグ類 4,726,436千円
フロン類 5,840,844千円
合計 31,709,720千円

情報管理預託金払渡支出 600,300 572,000 105% 下記（１）の払渡台数に下記（２）の単価を乗じて算出。
（＝期間中に情報管理センターから払渡
請求される情報管理預託金の合計額） （１）払渡台数

平成24年度予算(a) 平成23年度予算(b) (a)/(b)
払渡台数 345万台 352万台 98%
※引取業者引取から払渡までに要する期間を１ヶ月と想定。

（２）情報管理預託金1台当たり単価（主務大臣が認可したもの）

払渡台数 払渡台数比率 払渡台数 払渡台数比率 払渡台数 払渡台数比率
130円 192万台 56% 238万台 68% 202万台 53%
230円 153万台 44% 114万台 32% 181万台 47%

※平成24年度予算の払渡台数は平成23年度までの払渡実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成23年4月から平成24年2月までの払渡台数比率実績
単価 払渡台数 払渡台数比率

130円 178万台 68%
230円 86万台 32%

未払再資源化預託金等利息支払支出 2,356,540 1,873,237 126% 上記ＡＳＲ・エアバッグ類・フロン類・情報管理預託金の払渡平均単価に預託年度に応じた下記利率を乗じて算出。
（＝期間中に自動車製造業者等から払渡 ※平成23年度以前に預託された自動車の預託金払渡について利息が付される。
請求される再資源化預託金等に付する利 平成16年度利率 0.004% （参考）平成24年度予算の内訳
息の合計額） 平成17年度利率 0.380% 2,313,376千円

平成18年度利率 0.835% 43,164千円
平成19年度利率 1.132% 2,356,540千円
平成20年度利率 1.248%
平成21年度利率 1.304%
平成22年度利率 1.344%
平成23年度想定利率(注) 1.330%

(注)平成23年度想定利率
平成23年度に再資源化預託金等を運用して得た運用利益金（想定額：113億円）を平成23年度末における再資源化預託金等の総額及び運用利益金の残高（想定額：8,499億円）
で除して得た率。

預託金払渡支出計 34,666,560 34,579,176 100%

単価
平成24年度予算 平成23年度予算

平成24年度予算

収支予算書上の科目 内容説明

平成17年度以前及び平成24年度預託自動車の払渡し
平成18年度から平成23年度預託自動車の払渡し

平成17年度以前預託自動車の払渡し
平成18年度以降預託自動車の払渡し

平成23年度予算
平成23年度

4月～1月実績

再資源化等預託金払渡支出に付す利息支払支出
情報管理預託金払渡支出に付す利息支払支出
合計

平成22年度実績
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②　預託金輸出返還支出

再資源化預託金等輸出返還支出 10,910,560 10,677,384 102% 下記（１）の返還台数に下記（２）の平均単価を乗じて算出。
（＝期間中に自動車所有者から返還請
求される再資源化預託金等の合計額） （１）輸出返還台数

平成24年度予算(a) 平成23年度予算(b) (a)/(b)
輸出返還台数 96万台 96万台 100%

（参考）平成22年4月から平成23年12月までの輸出返還台数実績
4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 合計

平成22年度 22万台 23万台 24万台 22万台 91万台
平成23年度 22万台 24万台 22万台 － 68万台

（２）平均単価
平成24年度予算 平成23年度予算

平均単価 11,370円 11,120円

※平成24年度予算の輸出返還台数及び平均単価は平成23年度輸出返還実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成23年4月から平成23年12月までの平均単価実績
平均単価 11,250円

未払再資源化預託金等利息支払支出 768,092 619,005 124% 上記輸出返還平均単価に預託年度に応じた下記想定利率を乗じて算出。
（＝期間中に自動車所有者から返還請求 ※平成22年度以前に預託された自動車の預託金輸出返還について利息が付される。
される再資源化預託金等に付する利息の 平成16年度利率 0.004%
合計額） 平成17年度利率 0.380%

平成18年度利率 0.835%
平成19年度利率 1.132%
平成20年度利率 1.248%
平成21年度利率 1.304%
平成22年度利率 1.344%
平成23年度想定利率(注) 1.330%

(注)平成23年度想定利率
平成23年度に再資源化預託金等を運用して得た運用利益金（想定額：113億円）を平成23年度末における再資源化預託金等の総額及び運用利益金の残高（想定額：8,499億円）
で除して得た率。

預託金輸出返還支出計 11,678,652 11,296,389 103%

③　他会計への繰入金支出 1,502,011 2,856,500 53% 平成24年度に資金管理法人（920,301千円）、指定再資源化機関（111,710千円）及び情報管理センター（470,000千円）へ出えん等を行うために承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計へ
（＝期間中に承認・認可済特定再資源化 繰入れる特定再資源化預託金等の額。資料3－5、3－9、3－10参照。
預託金等特別会計へ繰入れる特定再資
源化預託金等の合計額）

平成24年度予算額
(千円)(a)

平成23年度予算額
(千円)(b)

対平成23年度比
(a)/(b)

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

①　特定資産取崩収入 下記（１）～（４）を合計して算出。
（１）自動車製造業者等へ再資源化預託金等・利息を払渡すため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 347億円 （注）

再資源化預託金等特定資産取崩収入 47,859,821 48,770,050 98% （２）自動車所有者へ再資源化預託金等・利息を返還するため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 117億円 （注）
（＝期間中に預託金払渡支出等に充てる （３）承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計へ特定再資源化預託金等を繰入れるため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 15.0億円 （注）
ために実際に出金する額の合計額） （４）債券取得時に経過利息を支払うため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 0.3億円

（注） （１）（２）（３）が、資料4－2「平成24年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成24年度の新規運用額の見通し」における「預託金払渡支出」「預託金輸出返還支出」
「他会計への繰入金支出」の支出額となる。

２．投資活動支出

①　特定資産取得支出 下記（１）（２）を合計して算出。
（１）再資源化預託金等の入金額：自動車所有者が預託した再資源化預託金等のうち、資金管理法人に入金される額（取得する特定資産の額） 551億円 （注１）

再資源化預託金等特定資産組入支出 66,515,446 63,414,991 105% （２）運用収入の入金額：再資源化預託金等の運用で得られる収入のうち、資金管理法人に入金される額（取得する特定資産の額） 114億円 （注２）
（＝期間中に預託された再資源化預託金等及
び再資源化預託金等を運用して得た運用収入 （注１） 平成24年度の再資源化預託金等の入金額が、資料4－2「平成24年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成24年度の新規運用額の見通し」における「新車購入時預託」
のうち実際に資金管理法人に入金される額の 「引取時預託」の収入額となる。
合計額） （注２） 平成24年度の運用収入の入金額が、資料4－2「平成24年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成24年度の新規運用額の見通し」における「運用収入」の収入額となる。

（注３） 預託等から資金管理法人に入金されるまでには一定の期間を要するため、金額は「預託金預り収入」「特定資産運用収入」とは一致しない。

平成24年度予算額
(千円)(a)

平成23年度予算額
(千円)(b)

対平成23年度比
(a)/(b)

前期繰越収支差額 8,869,657 6,236,470 142% 平成23年度に預託された再資源化預託金等及び発生した運用収入のうち、平成24年度に資金管理法人が入金を受ける額。
（＝前年度までの収入合計と支出合計の差額） ※平成24年度予算における前期繰越収支差額は、実績見込みにより算出している。

次期繰越収支差額 7,573,478 7,412,075 102% 平成24年度に預託された再資源化預託金等及び発生した運用収入のうち、平成25年度に資金管理法人が入金を受ける額。
（＝当年度までの収入合計と支出合計の差額）

収支予算書上の科目

収支予算書上の科目

内容説明

内容説明

使途別予算内訳

平成24年度予算 平成23年度予算 前年度比
情報システムの性能対策費用 資金管理法人・情報管理センター 1,200,000千円 1,200,000千円 100%
離島対策等支援事業費用 指定再資源化機関 108,000千円 97,500千円 111%

番号不明被災自動車対応費用 資金管理法人・指定再資源化機関 194,011千円 1,559,000千円 12%
合計 1,502,011千円 2,856,500千円 53%

使途別内訳 出えん等先
出えん等額

3/3


